
２０２０年 ９月 ふれあい広場 （４）第 191 号
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2 13 15

ロ 二 イ

2 9 11 13

ホ

3 8 16

ホ

9

イ

4 7 12 19

二 ハ ハ

5 17

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
イ
ロ
ハ
順
に
並
べ

て
言
葉
を
作
っ
て
下
さ
い
。

ヨ
コ
の
キ
ー

ピ
ノ
キ
オ
が
嘘
を
つ
く
と
伸
び
る

１

叩
い
て
音
を
出
す

２

雑
誌
の
過
去
号

３

ベ
ビ
ー
カ
ー
は
○
○
車
と
も

４

村
長
を｢

そ
ん
ち
ょ
う｣

以
外
で
読
む

5

○
○
雪
、
○
○
砂
糖

9

雷
門
で
有
名
な
東
京
の
下
町

10

贈
り
物
に
か
け
る
○
○
紙

11

撮
影
開
始
の
―
―
イ
ン

12

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
が
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
や
人
類
に
よ
る
自
然
破

壊
の
進
行
と
と
も
に
、
野
生
動
物
と
人

間
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
結
果
、
毎

年
の
よ
う
に
地
球
上
の
ど
こ
か
で
新
た

な
感
染
症
が
発
生
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
国
の
武
漢
で
発
生
し
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク(

感
染
爆
発)

を
引
き
起

こ
し
た
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
も
、
そ
う

し
た
新
し
い
感
染
症
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い
も
の
で
す
。

世
紀
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心

14

に｢

黒
死
病｣

と
言
わ
れ
た
ペ
ス
ト
が
大

流
行
し
、

世
紀
～

世
紀
に
は
、
通

19

20

商
・
貿
易
の
拡
大
と
と
も
に
、
世
界
中

で
コ
レ
ラ
が
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
は
ス

ペ
イ
ン
風
邪
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
発
の

感
染
症
で
す
が
、
米
国
の
参
戦
で
派
遣

さ
れ
た
兵
士
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ウ
イ
ル

ス
を
持
ち
込
み
、
全
世
界
で
５
０
０
０

万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。(

１
９
１
８
年
～
１
９
２
１

年)

今
日
で
は
戦
争
終
結
の
本
当
の
理

由
は
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
大
流
行

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
第
一
次
世
界

大
戦
に
お
け
る
戦
争
の
死
者
数
が
１
０

０
０
万
人
以
上
に
対
し
て
、
ス
ペ
イ
ン

風
邪
の
犠
牲
者
の
方
が
遥
か
に
多
か
っ

た
か
ら
で
す
。
将
に
、
人
類
の
歴
史
は

感
染
症
と
の
闘
い
の
歴
史
で
も
あ
っ
た

と
言
え
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
な
ど

で
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
最
近｢

ア

マ
ビ
エ｣

と
い
う
疫
病
退
散
の
厄
除
け

の｢

妖
怪｣

の
絵
が
日
本
の
各
地
に
伝
来

し
て
い
る
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
現
代
の
よ
う
に
医
学
が
発
達
し
て

い
な
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
人
々
は
神

や
仏
に
す
が
る
以
外
に
疫
病
か
ら
逃
れ

る
す
べ
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

も
、
感
染
症
と
の
闘
い
の
痕
跡
と
も
言

え
る
遺
物
や
史
料
が
断
片
的
に
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
以
下
に
示
す
の
は
、

志
都
美
神
社(

香
芝
市)

の
本
殿
裏
の
石

垣
に
刻
ま
れ
た
コ
レ
ラ
の
流
行
に
関
わ

る
興
味
深
い
石
碑
の
文
字
史
料
で
す
。

｢

明
治
十
二
年
八
月

虎
列
拉
（
刺
）

病

流
行

氏
子
祈
願

無
一
人
患
者

庶
人
歓
呼
奉
納｣

と
あ
り
ま
す
。
碑
文
の

意
味
は
、｢

１
８
７
９
年
８
月
、
コ
レ
ラ

が
流
行
し
、
氏
子
が
志
都
美
神
社
に
疫

病
退
散
の
祈
願
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
村

か
ら
誰
一
人
も
患
者
を
出
す
こ
と
が
な

く
、
皆
が
歓
び
、
こ
の
石
碑
を
刻
ん
で

奉
納
し
た｣

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

周
辺
の
市
町
村
史
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

安
政
６
年(

１
８
５
９
年)

、
コ
レ
ラ
が

流
行
し
、｢

益
智
散｣

な
る
漢
方
薬
の
薬

法
書
が
磯
城
郡
辻
村
に
伝
え
ら
れ
た
こ

と
、
さ
ら
に
、
明
治

年(

１
８
９
７
年)

30

に
は
、
川
西
村
大
字
結
崎
に｢

避
病
院｣

(

隔
離
病
院)

が
建
て
ら
れ
た
と
の
史
料

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。(

『
川
西
町
史
』)

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
幕
末
の
開
国

に
よ
っ
て
外
国
と
の
往
来
が
激
し
く
な

る
に
つ
れ
、
コ
レ
ラ
が
し
ば
し
ば
流
行

し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。(

香
港
、
上

海
、
神
戸
が
震
源
地)

感
染
症
対
策
の
基

本
は｢

検
査
と
隔
離｣

と
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
点
で
現
在
の
日
本
政
府
の
対
策
は

全
く
不
十
分
で
す
。
ま
ず
は
コ
ロ
ナ
禍

を
生
き
延
び
る
た
め
に
、
現
代
医
学
の

科
学
的
知
見
に
立
っ
た
対
処
方
針
の
確

立
と
、
過
去
の
感
染
症
と
の
闘
い
に
お

け
る｢

人
類
史
の
教
訓｣

に
学
ぶ
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

タ
テ
の
キ
ー

日
焼
け
で
小
麦
色

1

胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
飲
む

3

雨
の
日
に
は
く

6

実施日： (毎月第１木曜)

９月３日、１０月１日(木)

午後１時３０分～

やまと法律事務所の
弁護士が担当します。

※必ず事前にお申し込み下さい。

☎０７４５（２２）２９８９

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
病
院
の
感

染
予
防
対
策
の
大
変
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
医
療
現
場
で
の
安

心
が
あ
っ
て
の
日
々
で
す
。
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

(

渡
辺
清
子
さ
ん)

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
家
族

で
家
に
い
る
時
間
が
増
え
ま
し

た
が
、
家
族
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
だ
り
、
筋
ト
レ
チ
ャ
レ
ン

ジ
な
ど
、
自
粛
生
活
が
な
け
れ
ば

し
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
す

る
時
間
に
な
り
、
充
実
し
た
期
間

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
く
の
遺
跡
や
山
を
登

り
、
改
め
て
住
ん
で
い
る
街
の
良

さ
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

(

ト
ウ
ラ
ッ
タ
さ
ん)

昨
年
は
ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
チ
ラ
シ
一
式
を
大
切
に
置
き

す
ぎ
て
ど
こ
に
置
い
た
の
か
分

か
ら
ず
参
加
で
き
ず
残
念
で
し

た
。
今
年
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(

久
田
哿
江
子
さ
ん)

早
朝
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。
年
令
と
と
も
に
体
の

柔
軟
性
が
な
く
な
っ
て
き
た
の

と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
の
体
を
ほ

ぐ
そ
う
と
６
時

分
の
ラ
ジ
オ

30

体
操
を
始
め
ま
し
た
。
定
着
さ
せ

本
「
国
家
の
○
○
格
」「
女
性
の

15

○
○
格
」

蟻
の
這
い
出
る
○
○
も
な
い

17
同
封
の
は
が
き
、
ま
た
は
官
製
は

が
き
に
答
え
と
ご
住
所
・
お
名
前
・
匿

名
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

書
い
て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま
た
、
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
書
添
え
下
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
が
当

た
り
ま
す
。
応
募
締
め
切
り
は

月
10

３
日
で
す
。

号
の
正
解
は
【
カ
サ

190

サ
ギ
】
で
し
た
。
当
選
者
は
左
記
の

方
々
で
す
。

第

号(

応
募

通
、
正
解

通)

190

64

63

・
鶴
岡
昭
一

様

・
中
迫
規
子

様

・
ね
え
ね

様

・
前
川
伸
子

様

・
山
下
雅
史

様

花
の
女
王
。
と
げ
が
あ
る

7

杏
仁
豆
腐
に
の
る
赤
い
実

8

萩
、
尾
花
、
葛
、
撫
子
、
女
郎
花
、

10

藤
袴
、
桔
梗

も
の
の
中
心
。
鉛
筆
に
も

13

俳
句
の
碑

14

食
事
は
こ
れ
が
大
切

16

日
曜

18

植
物
の
器
官
。
根
、
葉
、
花
以
外

19

る
た
め
に
ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
目
標
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

(
伊
藤
明
さ
ん)

ほ
ぼ
毎
日
頑
張
っ
て
二
上
山

に
登
っ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の

花
、
華
が
観
察
で
き
て
楽
し
い
で

す
。

(

西
堀
佐
知
子
さ
ん)

一
年
ぶ
り
に
実
家
に
帰
省
し

よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

再
び
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
が
流
行

し
始
め
ま
し
た
。
私
の
実
家
は

(

今
の
と
こ
ろ)

感
染
者
０
を
維

持
し
て
い
る
岩
手
県
。(

中
略)

第

一
号
に
し
て
し
ま
っ
た
ら･

･
･

と

怖
く
て
帰
れ
ま
せ
ん
。

(

東
谷
め
ぐ
み
さ
ん)

ご協力ありがとうございます
8/11現在

署名の取り組み(159通)

＊核兵器全面禁止のｱﾋﾟｰﾙ 376筆

＊改憲発議に反対する署名 430筆

地域協同基金の取り組み

65件 8,510,000円

たくさんのご協力ありがとうございま

す。引き続き、募集をしています。ご

協力の程、よろしくお願い致します。


